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毛みじ：持祉垂 ニュース．  
発行／社会福祉法人もみじ橿祉垂  

私た別事障専者も含埼た地域で生活するす代ての人た如！．  
文化由で平和な環境の下、自らむ心と身駄モして人生の主人  
公として暮らせるため由総合的な権利揮醇を日博し．以下の♯  
に取り組みます．  

r．仲間（利用普）中生き各力‾町充実と生眉Ⅵ爛班佃上を邑措   
ます・  

2．地域の生活と福祉再向上へ阻喪献を日揮し書す．  

3．事菓の民主的な鹿営と地囁の結団伴と町協力・共同を大切  
にします．  

4■，これらの実践の要とな乱職貞の、障専や兜達保障、福祉   

や障害者運動ヒついて申専門性の向上につとめ吏す。  
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放課鐘対先手菓  のぴのぴ／わくわく  
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轟
史
妄
重
苦
ヽ
畢
誌
 
 

ぺ
壇
紅
花
奄
監
せ
蘇
ら
卑
あ
 
 

う
と
如
う
伺
抜
群
五
十
嵐
分
拍
材
料
 
 

盟
法
垂
竿
モ
聖
昔
．
 
 
 

藍
畳
替
言
争
宣
轟
璧
諒
 
 

寄
で
幹
事
揮
章
惑
 
 

い
し
い
、
お
い
し
い
」
と
保
＃
昔
の
 
 

√
雪
が
喜
ば
軌
畢
韓
む
董
℡
↓
 
 

哲
智
東
す
，
 
 
 

率
♯
由
当
日
牲
∵
戦
争
で
電
廟
 
 

屯
啓
旺
葺
軌
ボ
菅
シ
テ
ィ
ア
曹
ん
 
 

が
事
匝
せ
下
草
聖
昔
？
望
背
赤
 
 

壁
苗
笥
富
苫
蔓
草
轟
彗
苗
 
 

汁
の
炊
き
出
し
、
モ
し
て
ぜ
ん
ざ
い
 
 

エーぺ－ヨー鮒新し（なったよ－！  
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基盤整備事乗李朝榊悼壷尭臥 もみ  
じ倖蜘エー咽一身一部附いほ摘  

まし憩．フ塵も寅イ甘ず」竜頭儒醜備  
取外群モ芸夕嘲＃群剖柑番凱  

劃哨旭帥腑醐嘘・拙腱奮励轟右  

枠軸尭恵も垂心し電安垂旺接見古豪う  

南
丸
音
楽
性
重
義
遁
 
 

串
 
 
 

i虹なD草した隅  

停
曝
畢
軒
先
∵
お
熟
も
直
人
れ
せ
藍
 
 

膳
し
ま
す
．
「
お
酌
し
い
も
蒋
渦
動
 
 

世
の
声
質
嘗
■
毒
蛇
柵
、
芸
風
董
■
 
 

す
．
さ
せ
て
頂
い
て
良
か
っ
ち
嬉
 
 

し
い
薩
塵
幸
せ
↓
杯
に
な
巷
て
清
 
 
■
 
 
 

い
て
虫
申
ま
電
 
 

串
当
に
我
が
子
昭
一
華
記
親
ほ
嵐
 
 

居
吋
蓋
甘
垂
ま
せ
屯
亡
ん
な
 
 

轟
雪
盲
ヨ
居
草
屋
堤
書
 
 

厳
っ
で
止
聖
者
句
已
盈
買
足
 
 

匝
再
縁
・
馳
吋
脅
揖
由
犠
辟
輔
辟
ウ
 
 

毒
筆
．
世
韮
董
限
畦
恕
 
 

力
虻
育
た
匝
生
息
り
て
拍
電
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蓋
萄
庵
碁
 
 

墓
監
驚
職
鳶
 
 

・
歪
蓋
蔀
胡
腰
晶
 
 

な
仕
育
て
小
串
の
か
息
富
里
 
 

鹿
垂
簾
暫
苛
篭
 
 
 

祓
賄
帆
鞘
■
暮
春
 
 

聾
一
紺
避
雷
線
番
寧
 
 

触
恩
屯
き
ぐ
説
賢
才
ル
ー
 
 

蓋
簡
4
密
笥
垂
馳
 
 

左
廟
軍
温
芭
岩
垂
温
 
 

匝
博
軒
廟
選
管
智
壷
臨
写
 
 

綻
癒
直
掛
垂
‖
露
勒
 
 

廟
噂
廟
馨
且
亀
両
蓋
瀞
滑
 
 

鞄
菅
野
昔
馳
鹿
骨
鹿
藤
 
 

山
菅
抽
嬬
恋
郡
囁
■
撃
取
恕
誓
酔
 
 

萱
草
重
職
塵
禦
崩
 
 

・
き
i
す
．
心
瀞
た
鼠
㊥
嘗
怯
息
 
 

転
院
熱
障
私
↓
捺
確
 
 
 

覇
官
許
嘩
盛
暑
 
 

辟
昇
一
濫
読
竃
 
 

＝
奔
菅
藍
駐
萄
島
 
 

塵
悔
竃
碁
笥
革
背
盛
運
薫
苫
 
 

塾
且
甘
重
職
巷
畳
 
 

、
孟
隠
坐
紐
凄
ん
に
も
ぎ
ト
ビ
デ
ー
ー
 
 

彗
■
一
F
重
野
 
 

i
塞
烹
蕗
サ
ニ
恩
恵
昔
 
 

一
畳
泉
差
配
り
輌
撃
薩
蛭
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慮
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習
甥
驚
愕
楳
菅
盤
璧
囁
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障
害
者
自
立
支
援
法
廃
止
後
の
新
 
 

法
づ
く
り
等
に
む
け
て
、
昨
年
十
二
 
 

月
、
内
閣
府
に
内
閣
総
理
大
臣
を
本
 
 

部
長
と
し
、
福
島
島
ず
ほ
特
命
担
当
 
 

大
臣
が
担
当
す
る
「
障
が
い
者
制
度
 
 

改
革
推
進
本
部
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
 
 

た
。
ま
■
た
、
そ
の
も
と
に
、
障
害
当
 
 

事
者
・
専
門
家
・
障
害
者
団
体
代
表
 
 

な
ど
二
十
四
人
で
構
成
す
る
「
障
が
 
 

い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
」
が
置
か
 
 

れ
、
一
月
十
二
日
に
議
論
を
ス
タ
ー
 
 

ト
菖
せ
ま
し
た
。
 
 
 

同
会
議
に
求
め
ら
れ
る
作
尭
は
と
 
 

て
も
幅
広
く
揮
い
も
の
で
す
。
障
善
 
 

書
権
利
条
約
由
批
准
を
見
据
え
、
障
 
 

掴洪京島垂顧粛壷串  
1月31日（日）、厚生年金会商大ホールにおいて、一■山ノ未竹志  

をうたうコンサート 今、敵わずにはいられない¶が催されま  

した．もみじの「ともだちコンサート」をはじめ、様々な作業  

所の活動、運動偲協力していただいた故・新江義雄雇ん（山ノ  

木さん）のコンサートとあって、もみじの仲間をはじめ，他の  

作薫所関係者など大勢が掛ナつ軌給費1BO名の大合唱田を組  

んでステージにあがりました。   

冒頭の「もっと高く」では天  

まで届けと全員の辛が高く伸び、  

「らちらの歌」ではスクリーン  

にうつる新江さんと一緒に笑顔  

で敵中上げました。  

書
昔
基
本
法
の
撞
木
改
正
、
「
障
が
 
 

い
昔
総
合
福
祉
法
（
仮
称
）
」
 
の
制
 
 

宅
障
害
者
差
別
雫
止
法
制
宅
等
々
 
 

に
つ
い
て
、
ま
ず
は
夏
ご
ろ
ま
で
に
 
 

改
革
の
基
本
的
方
向
を
ま
と
め
る
と
 
 

し
て
い
ま
す
。
 
 
 

ま
た
、
同
会
議
由
特
徴
は
、
一
つ
 
 

は
「
私
た
ち
操
車
に
私
た
ち
の
こ
と
 
 

を
決
め
な
い
で
」
と
い
う
障
害
者
自
 
 

立
支
援
法
制
定
経
過
の
反
省
に
立
っ
 
 

て
、
障
害
当
事
者
や
障
善
書
団
体
代
 
 

表
を
中
心
に
構
成
き
れ
て
い
る
こ
と
、
 
 

以
前
の
官
僚
主
導
の
検
討
体
制
と
は
 
 

大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
さ
ら
 
 

に
、
月
二
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
 
 

ー ら つ－、  

なうたごえ関係者の発表で盛大   

なステージになりました。  

新許さん、本当にありがとう  

ございました．  

政 与 
会 
議面 

見 
内 
啓 

臣 は、 
も 
ネ 
ッ 

暮煙 ト 
合 
総福祉  参 ・．∵  福島担当大・山井厚生労働 務次官申挨拶．議長・議長代 理の選出、今後の進め方につい て・・二二年をめどに議論、月 二回開催で分野ごとに議論し夏 までに論点整理、その後は各部 会にて詳細を議論。  ちなみに、同会諌の議長には 日本障害フォーラム代表の小川 乗一氏が、議長代理には日本障 害者協議会常務理事中藤井克徳 氏が選任されました。 聾開署≠瑞爪∵・  障専著基本法の改正について・ ＝基本法の性格、障専の定義、 差別由定義等 室温農閻闇捏r  障書青白立支援法・ 法（仮称）について‥・地域 生活の権利と自立の概念、障害 の定義・範囲、法定サービスメ ニュー、支給決定プロセス、利 用者負担．医療支捷等 遊陸貰瞥匪む貢町■■  雇『差別禁止法、虐待防止 法について 慧り＝卑前鞘㌔  教育、障害の表記、政治加  でそ 

の  

障
専
児
、
医
療
、
司
法
手
続
音
に
 
 

つ
い
て
 
 

障
害
者
垂
員
由
充
分
な
議
論
参
加
 
 

へ
の
工
夫
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
推
 
 

進
会
議
は
以
上
の
よ
う
な
形
で
精
力
 
 

的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
．
詳
し
く
 
 

紹
介
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
紙
面
 
 

の
関
係
か
ら
割
愛
し
、
詳
細
は
ぜ
ひ
 
 

ネ
ッ
ト
等
で
虫
知
り
い
た
だ
卓
た
い
 
 

と
思
い
ま
す
。
 
 
 

前
号
で
も
記
し
ま
し
た
が
、
み
ん
 
 

な
の
力
を
合
わ
せ
、
障
害
者
自
立
支
 
 

援
法
の
廃
止
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
 
 

し
か
し
大
事
な
の
は
こ
こ
か
ら
で
す
。
 
 
 

よ
り
良
き
福
祉
法
の
成
立
に
む
け
 
 

て
、
推
進
会
議
や
今
後
設
直
さ
れ
る
 
 

作
業
部
会
の
動
向
を
大
い
な
る
期
待
 
 

と
関
心
を
も
っ
て
見
守
る
と
と
も
に
、
 
 

廃
止
へ
の
力
を
今
度
は
創
造
へ
の
力
 
 

に
変
え
、
引
き
続
卓
積
極
的
な
意
見
 
 

発
信
や
運
動
を
し
て
い
卓
た
い
と
思
 
 

い
ま
す
．
ぜ
ひ
読
者
各
位
聖
」
理
解
 
 

ご
支
援
を
お
暴
い
し
ま
す
。
 
 

つ 

い 
て  

に 腰間儲習蔚胡  

細川年産鹿撮島貫直納九頂いてい各個人・団地の琶憾t敬称略）  

梶田 育三  

薪江みどり  

寺本 尭史  

河内 政子  

濱村 孝正  

高田  尚  

矢川 光則  

佐々木徹未  

申村 節子  

広本巣智子  

三宅美代子  

綿本＝ 正妻  

反日由‡己子  

同職  晃  

井上 蜂昭  

丸山 ＃宇  

清水 丘秀  

田代国訳凪  

東田 ♯手  

槍田 紆横  

大昔 文Ⅱ  

積  別業  

佐胤柵閻工  

熊谷 ＃夫  

泊  庄一  

前j兵佳代子  

住田 幸吉  

加藤寿菓子  

尭沢  塾  

清見久葉子  

正路 達男  

萬圭 僻  

重工上 勝糞  

騨本  さ事  

中村美智子  

挿ヰ：雅子  

田辺 撫子  

戸田 一郎  

頼  長三  

三庸 雄宏  

舛絹・係属  

中よ 久子  

高榛葉書子  

菊田 郁子  

洒見 正子  

瞞野 ■生  

石■ 廣耽  

桝野 生以  

上庫干寺子  

甫素 手之  

上田 t司  

吉村 公宏  

江川 正亡  

耳川千代子  

藤寄 書子  

吉井  先  

高葉 血行  

柵 忠孝  

住田 ♯治  

内土井滋♯千  

野澤朋子・伸哉  

高畑正Ⅱ・≠子  

竹1月白書己子・綾子  

木下 租・坦江  

おおたけ㈱  

観音新町町内会  

下地 雅之  

申訳 遺戒  

古川 大介  

暮横 玉東  

檜 養也子  

安徳・裕子  

億書 敏果  

井上 一成  

正木 吉隼  

田中 茂醸  

高原 明弘  

浜崎  ＃  

野尻  聡  

♯集みどり  

北lキ ≡剛真  

山同 乗棲  

古城円淳子  

； みなさんに初めて虫会いしたのは ■■  

：昨年の12月。  

；ボランティアで虫世相引こなってい  

：ましたが、これからは散見として≠  

かせていただ老ます．   

王だまだ不安なこ  
ともありますが、仲  
間の策顔が私の癒し  
となゥています。   
至らない点ばかり  
ですが．層一杯がん  

ばりますので．よろ  
毒 
モ＿＿童。  

（丑叩冒年l順一加川年8日引日まで）  

；田上 妙手莞亡主義姦しi亡i盲．  
＃
■
＃
＃
撫
＿
犠
 
弛
i
遊
芸
登
戸
轡
彿
 
♯
醸
憲
 
糧
道
鵜
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3月より．もみじ作菓所の事務職はし  
て鋤かせて頂いて虫りますt■山田まき子”  

です。   
兇えて頂吉見い名前なので、初旧より  
仲間の皆喜んにも暖かく声をかけて頂き  

： 2月1日より、ドリームハウスで靡かせ  

；て頂いており東す。  
： 梅祉の仕事ははじめてで軌跡は緊韻して  

：いました軌 仲間の方々の向見な＜モばに  

革 帯ってきてくれ魯朗らかな番田気の中．仕  鞘
脚
賢
巨
細
 
 

まして．とても嬉し  

く思いました。   
趣味は串花作りと  
由実いを見ることです．   

毎日笑顔の花も咲  

かせて頭韻って行幸  
たいと思っています  
ので、どうぞ宜しく  

虫願い致します。  
＝＝＝■■l■ ■■＝●■■ ■ ■  

事に慣れて卓ている今  
日この頃です。   
尋んなで支え肯いな  
がら、素敵なもみじ福  
祉会を盛り上げてい卓  
たいと思っています。   
まだまだ未熟＃です肌  

どうぞ宜Lく由馨iいし  
要点  

与」嘩郁軸感♯  
轍鮒蔀璃婚－♯1  
∨  

密計欄  糟ぜ礫  
癌♯‾  
軸鋪臨鷹  

指緬蔭繊  
■  やt だ ：山臨ま書手莞 ●  

●●■■●●●■●●●●●■●■■  

●   き月9日よ軋  

舶犠   
童 離日  饉莞ます。  

もみじ作羞所とたんぼ：  3月8日からドリームハウスで仲  
三 ばにて♯かせて頂いてます。  
三 年を重ねた新人ではあります肌着い人  
：には、醜けない体力、  

： 自信があり童す！亡†■I  

童 いてい王す。  

； 右も左もわかりません肌仲間や  

言 欄且の尊書んに助けてもらいながら  
早く仲間の一員にな  頑張りたいと患って  

いますので、これか  

らもよろしく虫騒い  

要：します。  

れるよう一生懸命南澤：  

ります。  
且員¢方々．仲間の：  
皆様、ご糟糠宜しく鳥： ■  
磨い丑します。  
帯aもみじ作箋所亡庇I：  

のオープン．楽しみで：  古 寺 書た廿lこ  たじり  ひ古＝  

田尻 久手莞  任中大書手莞すね＝  


